
都市と交通 

A の課題について 

わたしはほかのチームの発表を聞き、自チームにはわかりやすさとユーモアが足りないと

感じた。 

 ほかのチームを見ると、レインボーロードだったり多少のユーモアがあり、意味も伝わ

り、わかりやすいと感じ、もっと刺激的でわかりやすい例えがあったのではと思った。自

分達のチームはもちろん上手くまとめることができたが、良くも悪くも無難でどこか似た

り寄ったりしてしまった点があったと考える。もっと自分なりに工夫し、他にも試行錯誤

できたのではと感じた。努力不足なのかもと思ってしまった。 

Bの課題について 

地方都市では、人口減少や高齢化の進行により公共交通の利用者が減少し、路線の廃止や

減便が相次いでいる。その結果、自家用車への依存が高まり、高齢者の移動困難や交通事

故の増加、環境負荷の拡大といった問題が顕在化している。これらの交通問題を解決する

ためには、従来の交通政策にとどまらず、自動運転車シャトルや AI、デジタル技術、イン

フラ整備、さらにはガバナンスの整理を含めた総合的な取り組みが不可欠である。 

 第一に、自動運転車シャトルの導入は、地方都市の交通課題解決において重要な役割を

果たす。運転手不足が深刻化する中、自動運転技術を活用した小型シャトルは、住宅地と

駅、病院、商業施設などを結ぶラストワンマイル交通として有効である。特に高齢者や免

許返納者にとって、定時・定路線に縛られない柔軟な移動手段を確保することは、生活の

質の向上につながる。 

 第二に、AI とデジタル技術の活用による交通の高度化が求められる。AI を用いた需要

予測により、時間帯や地域ごとの移動ニーズを把握し、最適な運行計画を立てることが可

能となる。また、スマートフォンアプリを通じた予約制オンデマンド交通や、複数の交通

手段を一体的に利用できる MaaS（Mobility as a Service）の導入により、利用者の利便性

は大きく向上する。これにより、公共交通の利用促進と運営効率の改善が期待できる。 

 第三に、デジタル化を支えるインフラ整備も不可欠である。自動運転車や AI システム

を安全に運用するためには、高精度な通信環境や道路インフラの整備が必要となる。具体

的には、5G 通信網の整備、センサーや信号機の高度化、積雪地域に対応した道路管理な

ど、地域特性に応じたインフラ投資が求められる。これらは交通分野だけでなく、防災や

都市管理全体の高度化にも寄与する。 



 第四に、交通政策を推進するためのガバナンスの整理が重要である。地方都市では、自

治体、交通事業者、IT 企業、住民など多様な主体が関与するため、役割分担や責任の所在

が不明確になりやすい。そのため、自治体が中心となり、官民連携の枠組みを構築し、長

期的なビジョンの下で交通政策を統合的に進める必要がある。また、住民参加型の議論を

通じて合意形成を図ることが、持続可能な交通システムの構築につながる。 

 以上のように、地方都市における交通問題の解決には、自動運転車シャトルの導入、

AI・デジタル技術の活用、インフラ整備、そしてガバナンスの整理を組み合わせた総合的

な取り組みが求められる。これらを有機的に連携させることで、誰もが安心して移動でき

る持続可能な交通体系を実現し、地方都市の活力維持と地域社会の持続可能性向上につな

げることができると考えられる。 

さらに、地方都市における交通問題を考える際には、交通を単なる「移動手段」としてで

はなく、医療、福祉、観光、産業政策と連動した「地域サービスの基盤」として捉える視

点が重要である。例えば、自動運転車シャトルを通院や買い物支援、観光周遊に活用する

ことで、交通政策は地域経済の活性化や住民の健康維持にも貢献する。特に高齢化が進む

地域では、移動支援と福祉施策を一体的に設計することが、行政コストの抑制と住民満足

度の向上につながる。 

 また、デジタル技術の導入にあたっては、デジタルデバイドへの配慮も欠かせない。高

齢者や ICT に不慣れな人々が交通サービスから排除されないよう、対面での予約窓口や電

話対応を併用するなど、アナログとデジタルを組み合わせた運用が求められる。技術の高

度化そのものが目的化するのではなく、誰一人取り残さない移動環境を実現することが重

要である。 

 加えて、実証実験で終わらせないための持続可能な財源確保も大きな課題である。国の

補助金に依存するだけでなく、広告収入や地域企業との連携、観光利用による収益化な

ど、多様な資金調達手法を検討する必要がある。交通サービスを公共性の高い投資と位置

づけ、長期的な視点で評価することが自治体には求められる。 

 このように、地方都市の交通問題は単独の施策で解決できるものではなく、技術、制

度、住民意識を含めた複合的な課題である。自動運転や AI といった先端技術を活用しつ

つ、地域の実情に即した柔軟な制度設計と合意形成を重ねることで、地方都市においても

持続可能で包摂的な交通システムの構築が可能になると考えられる。 
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